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廃藩置県が実施されたが、十島村では在藩がそのまま郡司・横目と共に行政を担当した。 

在藩が引き揚げ、口之島・中之島・宝島・硫黄島に戸長が置かれた。 

中之島に惣代の役が生まれた。口之島・中之島・宝島の戸長取扱事務所が戸長役場となった。 

川辺郡十島の戸長は、統治上の都合により官選で任命さるようになった。 

県令の命により、県勧業課長は川辺郡十島村を調査し、「七島問答」・「十島図譜」を著して報告した。 

地租改正による地籍調査が実施された。 

川辺郡十島は、川辺郡のまま金久支庁（現大島支庁）の管轄となった。 

川辺郡十島は、「市町村制を実施せざるを得ない島嶼指定の件」で、市町村制施行から除外され     

た。しかし、同年 4月１日から中之島に、中之島外９島に１戸長が置かれ、十島村全体を統治                  

した。 

  十島村は川辺郡から分離され、大島郡十島となった。 

十島航路は大洋商船の受命航路となり、定期船が通うことになった。しかし、定期船とは名ば 

かりであった。 

島嶼町村制が施行され、同年 4月 1日に「十島村」が発足した。 

中之島に大島警察署中之島駐在所が設置された。 

本土並の市町村制が４月１日から施行された。 

５月には村長と議会議員の初めての選挙が実施された。また、助役制度も導入された。 

大島郡産業振興十年計画により、十島村でも施策を推進するため、予算化して産業の振興に乗 

り出した。 

十島村に「小学校令」が施行され、各島に村立小学校が発足した。 

収入役制度を導入した。 

念願の村営定期船「十島丸」（鋼船１５５トン）が就航し、月間往復４航海を運航した。 

（中之島に記念碑がある。「帰線も亦道路なり」  

中之島に中之島郵便局が設置された。 

新進船「金十丸」（鋼船５７０トン）が村営定期船として就航した。 

終戦 

連合国軍総司令部の命で北緯 30°で上三島（竹島・黒島・硫黄島）と分離され軍政下に置かれた。 

軍政府による巡査派出所が中之島・口之島・宝島に設置された。 

口之島に電信局を設置し、名瀬との無線電信を開始した。 

十島村では、本土復帰運動が起こり、1,970 人が署名した。 

本土復帰運動により、同年 2 月 4 日に十島村が本土復帰し、同年２月 10 日から十島村（としまむら）

として発足した。（上三島は三島村として同日に発足した。） 

中之島・口之島・宝島の三島と鹿児島との無線電信が開始された。 

中之島全戸に 8時間送電の電気事業が始まった。 

十三島船舶交通事業一部事務組合が設立された。 

宝島に村立宝島診療所が開設された。 

村営定期航路に「八島丸」（木造船７０トン）が就航した。 

中之島に村立中之島診療所が開設された。（医師が常駐した。） 

十三島船舶交通事業一部事務組合を解散した。 

三島村との財産分配により村営定期航路に「十島丸」が就航した。 

中之島・口之島・宝島の派出所は廃止され、鹿児島警察署の管轄となり、三島とも警察官駐在所となっ

た。 

口之島に村立口之島診療所が開設された。 

役場所在地を中之島から鹿児島市に移転し、中之島には支所を置いた。 

村営定期船として「第２十島丸」（鋼船２５３トン）が就航した。 

中之島に電話が開通した。 

口之島に電話が開通した。 

口之島・中之島・宝島・平島・悪石島・に電気利用農業共同組合を設立し、電気事業を導入した。 

40 年～44 年にかけて給水施設（簡易水道）が完成し、諏訪之瀬島・小宝島を除く各島の全戸に給水を

開始した。 

役場庁舎（鉄筋 4階建）が完成した。 

中之島港に「第２十島丸」が接岸し、十島村では最初の接岸港となった。 

臥蛇島民が全員移住し、無人島になった。 

村営定期船として「第 3十島丸」（鋼船４９６トン）が就航した。 

十島村の行政区が大島郡から鹿児島郡に変更された。 

口之島・中之島・悪石島・小宝島・宝島の電気事業を九州電力（株）に移管し、操業を開始した。 

中之島地域の電話がダイヤル化され、一般加入電話が開通した。 

平島・諏訪之瀬島の電気事業を九州電力（株）に移管し、操業を開始した。 
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行政連絡船「とから幸風」（軽合金１９トン）が就航した。 

村営定期船として「としま」（１，０９０トン）が就航した。（月間 8航海の運航となった） 

鹿児島中央家畜市場に子牛を出荷し、市場ルートに乗せ始めた。 

第１回村民体育大会を十島村総合運動公園で開催した。 

第１回文化の祭典「セブン・アイランド 89」を中之島で開催した。 

ふるさと創生事業で中之島に天文観測施設・展望台・登山道等が整備された。 

小宝島に定期船「としま」が接岸し、十島村から艀による通船作業が消えた。 

小宝島に海水淡水化施設が完成した。 

天文観測施設に６０センチ「カセグレン」式反射望遠鏡を導入した。 

高速観光船「ななしま」（軽合金３８トン）が就航した。 

各島のへき地診療所に、遠隔問診（静止画像伝達）システムを導入した。 

トカラ列島が県立自然公園の指定を受けた。 

中之島に十島村歴史民俗資料館が完成した。 

第１回国際水中映像祭を中之島で開催した。 

第 2回国際水中映像祭を中之島で開催した。 

第１回トカラマリンフェスタを宝島で開催した。 

畜産組合結成・市場出荷 10 周年記念大会が口之島で開催された。 

村営諏訪之瀬島飛行場を設置する。 

交通船「ななしま２」（軽合金１９トン）が就航した。 

村営定期船「フェリーとしま」（鋼船１，３００トン型）建造開始する。 

小宝島赤立神海水浴場が整備された。 

平島テレビ共聴施設が整備された。 

生ゴミ高速発酵処理施設が諏訪之瀬島に整備された。 

７月、島内外交流イベント、「パラダイストカラｉｎＡＫＵＳＥＫＩ」が開催された。 

トカラ山羊飼育施設が完成した。 

諏訪之瀬島テレビ共聴施設が整備された。 

生ゴミ高速発酵処理施設が悪石島・小宝島に整備された。 

４月、村営定期船「フェリーとしま」（鋼船１、３８９トン）が就航した。（週 3便体制・月・水・ 

金の定曜日出航） 

７月、島内外交流イベント、「パラダイストカラｉｎＡＫＵＳＥＫＩⅡ」が開催された。 

10 月、悪石島沖にて群発地震が発生した。 

11 月、トカラ列島植樹祭２０００が中之島で開催された。 

１月、諏訪之瀬島淡水化施設が完成した。 

１月、鹿児島県立博物館にて「トカラ展」が開催された。 

３月、放射性廃棄物の村内への持ち込み拒否に関する条例が制定された。 

悪石島テレビ共聴施設が整備された。 

小宝島に製氷施設が整備された。 

４月、「フェリーとしま」ターミナルが完成した。 

５月、村立口之島中学校校舎が完成した。 

７月、十島村本土復帰５０周年を記念した「トカラ写真・パネル展」がいづろドームにて開催された。 

10 月、十島村本土復帰５０周年記念式典が中之島にて開催された。 

２月、国内最大級と思われる魚木が口之島で発見された。 

３月、中之島に農産物集出荷施設が整備された。 

有人各島のヘリポートに照明施設が整備された。 

口之島に航路待合施設が整備された。 

宝島イマキラ岳展望施設が整備された。 

小宝島淡水化施設が完成した。 

自動車放置防止条例が制定された。 

口之島平瀬海水浴場が完成した。 

中之島天文台に天文台長が配置された。 

４月、中之島診療所に医師が常駐するようになった。 

市町村合併に関する住民意識調査が実施された。 

５月、全国小さな村の教育サミットが口之島及び中之島で開催された。 

７月、防災行政無線整備（３ヶ年計画）が始まった。 

夏休みアドベンチャー「冒険宝島」が宝島にて開催された。 

10 月、十島村中学校連合体育大会が吉田町で開催された。 

11 月、交流イベント、「パラダイストカラｉｎＴＡＩＲＡ」が平島で開催された。 

３月、サンセベリアのビニール栽培が口之島で始まった。 

８月、「トカラの学校を見に行こう」ツアーが開催された。 

８月、夏休み冒険アドベンチャー「2003 冒険宝島」が開催された。 

11 月、産業イベント、「トカラ海峡産業まつり」が口之島で開催された。 

１月、悪石島体育館が完成した。 



平成 16 年 2004 ３月、防災行政無線の部分運用が始まった。 

３月、十島村歴史民俗資料館がリニューアルオープンした。 

４月、水道事業が水道特別会計に移行した。 

５月、十島村長選挙、十島村議会議員選挙が開催された。 

６月、十島村昆虫保護条例が制定された。 

 


